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第５章 基 礎 工 

 

５－１ 基 礎 工 

 

（１）既製杭工 

土木構造物の既製杭工に適用する。 
 

１）数量算出項目 

既製コンクリート杭、鋼管杭等の数量を区分ごとに算出する。 

杭の種類（ＲＣ杭、ＰＨＣ杭、ＳＣ杭、鋼管杭、Ｈ形鋼杭） 

 

表５－１ 数量算出項目区分一覧表 

既製コンクリート杭（ＲＣ杭、ＰＨＣ杭、ＳＣ杭） 別紙―１参照 

鋼管杭 別紙―２参照 

 

２）数量算出方法 

数量の算出は、「第１章適用範囲及び共通事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

①ＲＣ杭、ＰＨＣ杭、ＳＣ杭（別紙―１参照） 

 

・パイルハンマ工 

別紙―１の数量のほか杭打込長を算出する。また、杭打込長の最小単位は、０．５ｍを標準と

する。 

 

・中掘工 

別紙―１の数量のほか掘削長及び掘削層の加重平均Ｎ値（別紙―３参照）を算出する。また、

掘削長の最小単位は、０．５ｍを標準とする。 

 

②鋼管杭（別紙―２参照） 

 

・パイルハンマ工 

別紙―２の数量のほか杭打込長を算出する。また、杭打込長の最小単位は、０．５ｍを標準と

する。 

 

・中掘工 

別紙―２の数量のほか掘削長及び掘削層の加重平均Ｎ値（別紙―３参照）を算出する。また、

掘削長の最小単位は、０．５ｍを標準とする。 
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注
）
１
．
 
継
杭
の
場
合
は
合
わ
せ
て
１
本
と
し
て
算
出
す
る
。
 

２
．
 
同
種
の
杭
で
あ
っ
て
も
杭
径
、
長
さ
ご
と
に
集
計
す
る
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３
．
 
杭
頭
鉄
筋
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鉄
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鉄
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格
・
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約
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に
つ
い
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．
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及
び
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必
要
な
場
合
別
途
算
出
す
る
。
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注
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継
杭
の
場
合
は
合
わ
せ
て
１
本
と
し
て
算
出
す
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２
．
 
杭
径
、
長
さ
ご
と
に
集
計
す
る
。
 

３
．
 
端
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補
強
材
の
溶
接
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は
、
杭
先
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補
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含
ま
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残
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つ
い
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途
算
出
す
る
。
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（２）場所打杭工 

土木構造物の場所打杭工に適用する。 
 

１）数量算出項目 

場所打杭の数量を区分ごとに算出する。 

 

表５－２ 数量算出項目区分一覧表 

場所打杭 別紙―１参照 

 

２）数量算出方法 

数量の算出は 、「第１章適用範囲及び共通事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

 

①リバースサーキュレーション工 

別紙―１の数量のほか下記の項目について算出する。 

 

・コンクリート量 

Ｑ＝π／４×Ｄ２×Ｌ 

 Ｑ：杭１本当りのコンクリート使用量……（㎥／本） 

 Ｄ：設計杭径……………………………………（ｍ） 

 Ｌ：設計杭長……………………………………（ｍ） 

 

②アースオーガ・硬質地盤用アースオーガ 

別紙―１の数量のほか下記の項目について算出する。 

 

・土質別の掘削長及び土質係数 

杭打込長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。 

土質による区分は、下表のとおりとする。 

土質区分 

土（レキ質土、粘性土、砂及び砂質土） 

岩塊玉石 

軟岩（Ⅰ）、軟岩（Ⅱ） 

 

土質係数は掘削する土質毎の係数を加重平均して算出する。なお、土質係数は、小数第２位を

四捨五入して小数第１位とする。 

      （α１×Ｌ１）＋（α２×Ｌ２）＋………………… 

            Ｌ１＋Ｌ２＋…………… 

      αｎ：各土質の土質係数（次表） 

      Ｌｎ：各土質の掘削長（ｍ） 

 

土質係数 

     土 質 

Ｎ 値 
土 岩塊玉石 

軟岩Ⅰ 

軟岩Ⅱ 

２０未満 １．０ 
３．２ １．８ 

２０以上 １．１ 

 

α＝ 
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・アースオーガによるモルタル杭 

Ｑ＝π／４×Ｄ２×Ｌ 

 Ｑ：杭１本当りのコンクリート使用量……（㎥／本） 

 Ｄ：杭径……………………………………（ｍ） 

 Ｌ：杭長……………………………………（ｍ） 

 

・鉄筋かご等 

鉄筋かご等は、下表のとおり区分して算出する。 

 長さ（ｍ） 質量（ｔ） 

鉄 筋 か ご ○ ○ 

Ｈ 形 鋼 ○ ○ 

そ の 他 鋼 材 ○ ○ 

 

③大口径ボーリングマシン工 

別紙―１の数量のほか下記の項目について算出する。 

 

・Ｈ形鋼を使用する場合は、Ｈ形鋼の対角線長とし、鋼管を使用する場合の設計杭径は鋼管の外径 

とし、数量を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・土質区分別掘削長（１本当り） 

 杭打込長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。 

 

区分 

 

 

項目 

杭種別 土質区分 

モルタル

杭 

（Ｈ形鋼） 

モルタル

杭（鋼管） 

コンクリー

ト杭（鋼管） 

レキ質

土・軟岩

（Ⅰ） 

砂及び砂質

土・粘性土 

岩塊

玉石 

軟岩

（Ⅱ） 

硬岩 

掘削長（ｍ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

掘削長＝杭長 

   ＝材料長 

削孔径 削孔径 

掘削長＝杭長 

   ＝材料長 

設計 

杭径 

設計 

杭径 
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・モルタル及びコンクリート量 

モルタルを使用する場合 

Ｑ＝π／４×Ｄ２×Ｌ 

 Ｑ：モルタル使用量……（㎥／本） 

 Ｄ：Ｈ形鋼の場合は削孔径……………………（ｍ） 

   鋼管の場合は設計杭径……………………（ｍ） 

         Ｌ：打設長………………………………………（ｍ） 

 

コンクリート（生コン）を使用する場合 

Ｑ１＝π／４×（Ｄ１２－Ｄ２）×Ｌ 

Ｑ２＝π／４×Ｄ２×Ｌ 

 Ｑ１：モルタル使用量…………………………（㎥／本） 

Ｑ２：中詰コンクリート使用量………………（㎥／本） 

 Ｄ ：設計杭径…………………………………（ｍ） 

 Ｄ１：削孔径……………………………………（ｍ） 

         Ｌ：打設長………………………………………（ｍ） 

 

・削孔径 

鋼管を使用する場合は、削孔径（ｍ）を算出する。 

 

・溶接回数 

継杭の場合は、１本当りの溶接回数（回）を算出する。 

また、鋼管の場合は鋼管板厚を算出する。 

 

④ダウンザホールハンマ工 

別紙―１の数量のほか下記の項目について算出する。 

 

・Ｈ形鋼を使用する場合は、Ｈ形鋼の対角線長とし、鋼管を使用する場合の設計杭径は鋼管の外径 

とし、数量を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 

杭径 

設計 

杭径 

削孔径 

掘削長 ＝ 打設長 

削孔径 

杭長 ＝ 材料長 

杭頭長0 ～ 11m 
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      ・土質区分別掘削長（１本当り） 

杭打設長の最小単位は、０．１ｍを標準とする。 

 

区分 

 

項目 

杭種別 土質区分 

モルタル杭 

（Ｈ形鋼） 

モルタル

杭（鋼管） 

コンクリー

ト杭（鋼管） 

砂質土 礫質土 粘性土 岩塊 

玉石 

軟岩 中硬岩 硬岩 

掘削長（ｍ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

        

・モルタル杭使用における杭１本当りモルタル使用量は以下のとおりとする。 

Ｈ形鋼又は鋼管を使用する場合 

Ｑ＝π／４×Ｄ２×Ｌ 

 Ｑ：モルタル使用量……………………………（㎥／本） 

 Ｄ：設計杭径……………………………………（ｍ） 

         Ｌ：打設長………………………………………（ｍ） 

 

・コンクリート杭使用における杭１本当りモルタル、コンクリート（生コン）使用量は以下のと 

おりとする。 

Ｑ１＝π／４×（Ｄ１２－Ｄ２）×Ｌ 

Ｑ２＝π／４×Ｄ２×Ｌ 

 Ｑ１：モルタル使用量…………………………（㎥／本） 

 Ｑ２：中詰コンクリート使用量………………（㎥／本） 

 Ｄ ：設計杭径…………………………………（ｍ） 

 Ｄ１：削孔径……………………………………（ｍ） 

         Ｌ ：打設長……………………………………（ｍ） 

 

・Ｈ形鋼等 

Ｈ形鋼容積（㎥／ｍ）、Ｈ形鋼・鋼管材料長（ｍ）を算出する。 
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（
注
）
１
．
 
杭
の
種
類
に
応
じ
て
必
要
材
料
の
算
出
を
行
う
。
 

２
．
 
杭
頭
鉄
筋
の
鉄
筋
量
は
鉄
筋
規
格
・
径
別
に
集
計
す
る
。
 

３
．
 
掘
削
残
土
に
つ
い
て
は
、
「
第
２
章
土
工
」
に
よ
り
別
途
算
出
す
る
。
 

４
．
 
泥
水
に
つ
い
て
は
別
途
算
出
す
る
。
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５－２ 地盤改良工 

 

（１）粉体噴射攪拌工（ＤＪＭ工法） 

粘土、砂質土、シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行う粉体噴射攪拌工に適

用する。 
 

１）数量算出項目 

杭施工本数を区分ごとに算出する。 
 

表５－３ 数量算出項目区分一覧表 

    区分 

項目 

施工 

方法 

打設長 杭長 規格 改良材

使用量 

単位 数量 備考 

杭施工本数 ○ ○ ○ ○ ○ 本   

（注）１． ２軸施工の１日当り杭施工本数は、１軸当り１本として計上する。 

２． バックホウによる先掘が必要な場合は別途算出する。 
 

①施工方法区分 

施工方法による区分は下表のとおりとする。 

施工方法区分 

単軸施工 

２軸施工 
 

②打設長、杭長区分 

杭施工本数を、打設長及び杭長ごとに区分して算出する。 
 

③規格区分 

粉体噴射攪拌工の改良材の種類とする。 
 

④改良材使用量区分 

・改良材使用量を杭施工本数ごとに区分して算出する。また、杭長１ｍ当り改良材使用量につい 

ても算出する。 
 

・改良材の杭一本当り使用量は次式により算出する。 

Ｖ＝ｖ×Ｌ１ 

 Ｖ ：杭一本当り改良材使用量（ｔ／本） 

 ｖ ：杭長１ｍ当り改良材使用量（ｔ／ｍ） 

 Ｌ１：杭長 

 

２）参考図 

 

 

                                    空打部長さ（Ｌ２） 

 

 

 

 

 

 

 

（施工図） 

打
設
長
（
Ｌ
） 

杭
長
（ 

 

） 

Ｌ１ 
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（２） 軟弱地盤処理工（スラリー攪拌工） 

粘性土、砂質土、シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行うセメント及び石灰

によるスラリー攪拌工に適用する。 
 

１）数量算出項目 

杭施工本数を区分ごとに算出する。 

 

表５－４ 数量算出項目区分一覧表 

    区分 

項目 

施工 

方法 

杭径 打設長 杭長 規格 改良材

使用量 

単位 数量 備考 

杭施工本数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 本   

（注）１． 二軸施工の１本当り改良断面図は下図を標準とする。 

 

       １０００㎜ 

 

 

 

 

             １８００㎜ 

２． バックホウによる先掘が必要な場合は別途算出する。 

 

①施工方法、杭径区分 

・施工方法、杭径区分は下表のとおりとする。 

施工方法 杭径区分 打設長（Ｌ） 

単軸施工 

杭径φ ８００mm～φ１２００mm  ３ｍ＜Ｌ≦１０ｍ 

杭径φ１０００㎜～φ１６００㎜ １０ｍ＜Ｌ≦３０ｍ 

杭径φ２０００㎜  ３ｍ＜Ｌ≦１０ｍ 

二軸施工 杭径φ１０００㎜  ３ｍ＜Ｌ≦４０ｍ 

 

・工法名についても明記する。 

 

②打設長、杭長区分 

杭施工本数を、打設長及び杭長ごとに区分して算出する。 

 

③規格区分 

スラリー攪拌工の改良材の種類とする。 

 

④改良材使用量区分 

・改良材使用量を杭施工本数ごとに区分して算出する。また、杭長１ｍ当り改良材使用量につい 

ても算出する。 

 

・改良材の杭一本当り使用量は次式により算出する。 

Ｖ＝ｖ×Ｌ１ 

 Ｖ ：杭一本当り改良材使用量（ｔ／本） 

 ｖ ：杭長１ｍ当り改良材使用量（ｔ／ｍ） 

 Ｌ１：杭長 
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２）参考図 

 

                                     

 

空打部長さ（Ｌ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施工図） 

打
設
長
（
Ｌ
） 

杭
長
（ 

 
） 

Ｌ１ 
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（３） 高圧噴射攪拌工 

粘性土及び砂質土等の地盤を対象として行う高圧噴射攪拌工のうち単管工法、二重管工

法、三重管工法に適用する。 
 

１）数量算出項目 

打設本数を区分ごとに算出する。 

 

表５－５ 数量算出項目区分一覧表 

    区分 

項目 
杭径 削孔長 規格 土質 単位 数量 備考 

打 設 本 数 ○ ○ ○ ○ 本   

注入設備の移設 × × × × 回  （注）２ 

（注）１． 足場が必要な場合は、「第１６章仮設工 16-7鋼製足場」による。 

２． 注入設備の移設は、注入設備を中心に５０ｍを超える場合、または同一現場

内に施工箇所が２箇所以上あり、注入設備を移設しなければならない場合に、

移設必要回数を算出する。 

 

①杭径区分 

杭径区分は下表による。  

工 法 名 杭径区分 

単管工法 

７００ｍｍ以上８００ｍｍ以下 

８００ｍｍを超え、１，１００ｍｍ以下 

上記以外（実杭径毎） 

二重管工法 

１，０００ｍｍ 

１，２００ｍｍ 

１，４００ｍｍ 

１，６００ｍｍ 

１，８００ｍｍ 

２，０００ｍｍ 

上記以外（実杭径毎） 

三重管工法 

１，８００ｍｍ 

２，０００ｍｍ 

上記以外（実杭径毎） 

    

②削孔長区分 

打設本数を注入長及び土被り長ごとに区分して算出する。 

 

③規格区分 

高圧噴射攪拌工の注入材の種類とする。 
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④土質区分 

イ．工法ごとに下表の区分により算出する。 

工 法 名 土質区分 

単管工法 

砂質土（Ｎ値≦１３） 

粘性土（Ｎ値＜１） 

粘性土（１≦Ｎ値≦４） 

二重管工法 

レキ質土 

砂質土（Ｎ値≦３０） 

砂質土（Ｎ値＞３０） 

粘性土 

三重管工法 

レキ質土（Ｎ値≦５０） 

レキ質土（Ｎ値＞５０） 

砂質土（Ｎ値≦５０） 

砂質土（Ｎ値＞５０） 

粘性土 

 

ロ．工法名についても明記する。 

 

 

２）参考図 

 

 

 

 

 

           注入管 

 

 

 

 

           注入範囲 

 

           注入量(Q) 

 

 

 

未
注
入
長
及
び

土
被
り
長
ℓ ２
 

注
入
長
ℓ １
 

削
孔
長
ℓ ０
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（４） 薬液注入工 

粘土、シルト及び砂質土等の地盤に薬液を注入する薬液注入工法に適用する。 
 

１）数量算出項目 

薬液注入工の施工本数を区分ごとに算出する。 

 

表５－６ 数量算出項目区分一覧表 

    区分 

項目 
削孔長 土質 規格 単位 数量 備考 

施 工 本 数 ○ ○ ○ 本   

注入設備の移設 × × × 回  （注）２ 

（注）１． 足場が必要な場合は、「第16章仮設工 16-7鋼製足場」による。 

  ２． 注入設備の移設は、注入設備を中心に５０ｍを超える場合、または同一現場

内に施工箇所が２箇所以上あり、注入設備を移設しなければならない場合に、

移設必要回数を算出する。 

 

①削孔長区分 

薬液注入工の施工本数を土被り長及び注入長ごとに区分して算出する。 

 

②土質区分 

土質による区分は、下表のとおりとする。 

施工区分 土質区分 

二重管ストレーナー 

レキ質土 

砂質土 

粘性土 

二重管ダブルパッカー 

レキ質土 

砂質土 

粘性土 

 

③規格 

薬液注入工に使用する薬液の種類とし、一本当りの注入量も算出する。 

 

二重管ストレーナー工法に必要な注入材料は次式による。 

 Ｑｓ＝Ｖ×λ×１０００ 

   Ｑｓ：二重管ストレーナー工法の一本当り注入量（ℓ） 

   Ｖ ：対象注入土量（㎥） 

   λ ：注入率 

   注） 注入率は現場の土質状況により設定するものとする。 

 

二重管ダブルパッカー工法における注入材料使用量は次式による。 

グラウト注入材料 

 ＱＧ＝ｒ５×Ｌ 

   ＱＧ：グラウト注入の１本当り注入量（ℓ） 

   ｒ５：グラウト注入の単位使用量＝１２（ℓ／ｍ） 

   Ｌ ：削孔長（ｍ） 
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一次注入材料 

 Ｑｐ１＝Ｖ×λ×１０００ 

   Ｑｐ１：二重管ダブルパッカー工法の一次注入の１本当り注入量（ℓ） 

   Ｖ ：二重管ダブルパッカー工法の一次注入の１本当り注入対象土量（㎥） 

   λ ：注入率 

   注） 注入率は現場の土質状況により設定するものとする。 

 

二次注入材料 

 Ｑｐ２＝Ｖ×λ×１０００ 

   Ｑｐ２：二重管ダブルパッカー工法の二次注入の１本当り注入量（ℓ） 

   Ｖ ：二重管ダブルパッカー工法の二次注入の１本当り注入対象土量（㎥） 

   λ ：注入率 

   注） 注入率は現場の土質状況により設定するものとする。 

 

 

※｢薬液注入工｣の１本当りの対象土量の算出方法は、全体計画対象土量を計画施工本数で 

按分すること。 

 

 

【数量算出イメージ】 

 

 

 

                         対象土量V＝３ｍ×３ｍ×３ｍ＝２７㎥ 

                         削孔本数ｎ＝９本 

 

                         １本当り対象土量：２７㎥÷９本＝３㎥／本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ｍ 

３ｍ 

３ｍ 
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２）参考図（施工図） 

 

施工図（二重管ストレーナ工法） 

 

 

 

 

 

           注入管 

 

 

         対象注入量（Ｖ） 

 

           注入範囲 

 

           注入量(Q) 

 

 

 

 

 

施工図（二重管ダブルパッカー工法） 

 

 

 

 

           注入管 

            

          グラウト注入部 

          注入量（ＱG） 

  

        対象注入土量（Ｖ） 

            

           注入範囲 

 

       注入量(ＱP1，ＱP2) 

 

 

 

土
被
り
長
ℓ ２
 

削
孔
長
Σ
ℓ ０
 

土
被
り
長
ℓ ２
 

削
孔
長

L（
Σ
ℓ ０
）
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（５） 中層混合処理工 

粘性土、砂質土、シルト及び有機質土等の軟弱地盤を対象として行う中層混合処理工に

適用する。 

施工方法は、スラリー噴射方式の機械撹拌混合とし、改良方式は全面改良とする。 
 

１）数量算出項目 

施工数量を区分ごとに算出する。 

 

表５－7 数量算出項目区分一覧表 

    区分 

 

項目 

改良 

深度 

施工 

規模 
規格 

改良

材使

用料 

単位 数量 備考 

施 工 数 量 ○ ○ ○ ○ ｍ３   

 

①改良深度区分 

施工数量を、改良深度ごとに区分し算出する。 

改良深度は下表のとおりとする。 

改良深度区分 

２ｍ＜L≦５ｍ 

５ｍ＜L≦８ｍ 

８ｍ＜L≦１０ｍ 

１０ｍ＜L≦１３ｍ 

  注）L：改良深度（ｍ） 

 

②施工規模区分 

施工規模の区分は下表のとおりとする。 

施工規模単位 施工規模区分 

１工事当りの施工規模 
1,000ｍ３未満 

1,000ｍ３以上 

 

③規格区分 

中層混合処理工の改良材の種類とする。 

 

④改良材使用量区分 

１）改良材使用量を施工数量ごとに区分して算出する。 

  また、施工１ｍ３当り改良材使用量についても算出する。 

 

２）改良材の使用量は次式により算出する。 

  Ｖ＝ｖ×（１＋ｋ）／1000 

   Ｖ：１ｍ３当りの改良材使用量（ｔ／ｍ３） 

   ｖ：１ｍ３当りの改良材添加量（kg／ｍ３） 

   ｋ：ロス率（0.06） 
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（６） サンドドレーン工、サンドコンパクションパイル工、サンドマット工 

粘土、シルト及び有機質土等の地盤を対象として行うサンドドレーン工、サンドコンパ

クションパイル工、サンドマット工及びこれらの工種の併用工に適用する。 
 

１）数量算出項目 

サンドドレーン、サンドコンパクションパイル及びサンドドレーン・サンドコンパクションパイ

ル併用工の本数、サンドマットの面積を区分ごとに算出する。 

 

表５－８ 数量算出項目区分一覧表 

           区分 

項目 
杭径 打設長 規格 単位 数量 備考 

サンドドレーン ○ ○ ○ 本   

サンドコンパクションパイル ○ ○ ○ 本   

サンドドレーン・サンドコンパ

クションパイル併用工 
○ ○ ○ 本   

サンドマット × × ○ ㎡  ｔ＝ ｍ 

土木安定シート・ネット × × ○ ㎡   

 

①杭径区分 

サンドドレーン、サンドコンパクションパイルの本数を杭径ごとに区分して算出する。 

サンドドレーン・サンドコンパクションパイル併用工については、工種毎に区分して１本当り 

内訳にて算出する。 

 

②打設長区分 

サンドドレーン、サンドコンパクションパイルの本数を打設長ごとに区分して算出する。 

サンドドレーン・サンドコンパクションパイル併用工の場合は、工種毎の打設長で判断せず、 

造成する砂杭１本当りの打設長で区分する。 

サンドマットがある場合、サンドマットの厚みを含む打設長とする。 

  

③サンドドレーン・サンドコンパクションパイル併用工については、表５－７ 数量算出項目区分

一覧表で算出した以外に各々サンドドレーン部分、サンドコンパクションパイル部分に分けて 

算出する。 

 

サンドドレーン・サンドコンパクションパイル併用工１本当り内訳 

    項目 

 

区分 

サンドドレーン部分 サンドコンパクションパイル部分 

単 位 数 量 単 位 数 量 

規格 － － － － 

杭径 ｍ  ｍ  

打設長 ｍ  ｍ  
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④サンドマット 

サンドマット、土木安定シート・ネットの設計面積は次式により算出する。 

 

Ａ＝Ｗ×Ｌ 

         Ａ：設計面積（㎡） 

         Ｗ：設計幅員（ｍ） 

         Ｌ：設計延長（ｍ） 

 

 

 

 

 

      サンドマット                     土木安定シート・ネット 

         

 

 

 

 

 

 

２）参考図（施工図） 

 

図－１ サンドドレーン及びサンドコンパクションパイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ サンドドレーン・サンドコンパクションパイル併用工 

Ｗ 

Ｃ 

打
設
長
（
ℓ
） 

サンドマット厚さ（ℓ2） 

杭 

長 

（ℓ1） 

打
設
長
（
ℓ
） 

サンドマット厚さ（ℓ3） 

ＳＤ部分 

 

（ℓ1） 

ＳＣＰ部分 

（ℓ2） 


